
様式（第３条関係） 

 

東京都北区とうきょうすくわくプログラム推進事業活動報告書 

 

所在地 東京都北区滝野川3-79-1-101 

園 名 滝野川北保育園 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

 

英語に触れることを楽しむ   

 

【道具】英語ラグ、英語に係る本、英語の記載のある玩具、イラスト、カード 

【環境】子どもがいつでも道具をとり、触ることができる環境を整えていく。 

    英語をやらせるのではなく、自然と興味を持ち過ごすことができるように、保育

室内外にとらわれず、身近に感じられることを大切にしていく。 

外国にルーツを持つ園児がおり、人種の違いに関して興味関心を示していることがある。 

 

4 月より、英語に係る玩具や職員の配置を準備していく。 

週に 1 回、英語を話すスタッフとの体操活動を通じて、英語での表現や言語になじん

でいくよう二する。 

８月より、当保育園の常駐スタッフとして英語スタッフを起用し、各クラスに回り、

子どもと達とコミュニケーションを図っていく。 

その後英語の活動を週 1 回設け、活動を行う。 

行事ごとに英語のイベントを行い、リズム体操を行ったり、一緒に歌ったりすること

を楽しめるように、スケジュールしていく。 



３．活動のために準備した素材、道具及び環境の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 自分とは違った言語を持つ、人とのコミュニケーションを行う。 

② 月毎にテーマを持ち、英語を使ったアクティビティーを実施する。 

③ 単語やイラストを用いて、テーマに沿った英語を伝え合う。 

④ ゲームを通じて、英語の文字や数字に触れる等して親しみを感じていく 

 

 

 

    

ハローと言われたらハローと答えなきゃいけないのか。ハローと言わなければならない理

由がわからないとの声がある。英語スタッフのところまで、絵本を渡しに行き、絵本を読ん

でもらおうとする姿が見られる。 

 

外国人スタッフの口元を真似しようと、自分の口元を動かそうとする様子が見られる。 

 

 



 

 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た職員の気づき＞ 

身近に異文化があることに気づくのではなく、子どもたちはそもそも、その壁自体がなか

ったことに気づく。言語の違いや外見の違いに興味があり、ありのままを受け入れている

様子が多くみて取れる。子どもの姿の中には、積極的に関わる姿がある中で、外国人だから

ということではなく、その人の人格として一緒にいることを好んでいる。相手が英語を話

している時にも、真剣に何を言おうとしているのか、聞き取ろうとする姿も見られる。 

自然な中で受け入れられているからこそ、文化の違いや、言語の違いを知る中で、母国の文

化や日本の文化にも関心を深めていきたい。 

掲示や、活動、海外の食文化や服装等をさらに組み合わせ発展させていくことで子どもが、

違いにきづいて、さらに興味関心が広がるように活動を継続していきたい。 

調理や、現地との中継等さまざまなアプローチや情報収集をどれだけしたかによって

も活動の濃淡がはっきりと出ている。 

 

 


